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一
〇
月
二
十
三
日

（
火

）
に

、
大

分
文
化
会
館
第
二
小
ホ
ー
ル
に
お
い

て

、
午
後
六
時
三
十
分
か
ら

、
第
二

回
の
協
議
会
を
開
催
し
ま
し
た

。

　
前
回
の
会
議
で
は

、
規
約
案
に
示

さ
れ
た

「
３
校
を
統
合
し

、
新
設
校

を
建
設
す
る

」
こ
と
を
前
提
と
し
て

協
議
す
る
か
と
い
う
こ
と
に
対
し

、

持
ち
帰

っ
て
各
校
区
で
協
議
す
る
こ

と
と
な

っ
た
た
め

、
今
回
の
会
議
で

は

、
ま
ず
３
校
統
合
案
に
至

っ
た
経

緯
な
ど
に
つ
い
て

、
事
務
局
か
ら
児

童
数
の
将
来
推
計
な
ど
の
資
料
を
も

と
に
説
明
が
あ
り
ま
し
た

。

　
説
明
の
後

、
住
吉
小
学
校
の
Ｐ
Ｔ

Ａ
会
長
で
あ
る
分
藤
委
員
か
ら

「
住

吉
Ｐ
Ｔ
Ａ
碩
田
校
区
適
正
配
置
調
査

会

」
が
行

っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結

果
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た

。

　
質
疑
で
は

、
児
童
数
の
将
来
推
計

の
考
え
方
や
３
校
統
合
し
た
場
合
の

ビ
ジ

ョ
ン

、
今
後
の
協
議
の
方
向
性

な
ど
に
つ
い
て

、
活
発
な
議
論
が
交

わ
さ
れ
ま
し
た

。

（
主
な
意
見
は
２

面
に
掲
載
し
て
い
ま
す

。

）

　
最
後
に
吉
田
会
長
か
ら

、

『
子
ど

も
た
ち
の
教
育
環
境
と
い
う
原
点

に
戻

っ
て
は
と
の
意
見
も
あ
り
ま

し
た

。
3
校
統
合
に
至

っ
た
経
緯

を
一
度
皆
さ
ん
で
検
証
し

、
次
回

に
ま
た
協
議
し
た
い

。

』
と
の
ま

と
め
で

、
閉
会
と
な
り
ま
し
た

。

な
お

、
第
三
回
の
地
域
協
議
会
は

十
一
月
二
十
日

（
火

）
の
予
定
で

す

。

委員のご紹介

住
吉
小
学
校
区
の
住
吉
小

学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
所
属
の
楢
原

麻
衣
子
委
員
が
市
外
へ
転

出
さ
れ
た
た
め
、
今
回
の

会
議
よ
り
下
川
智
瑳
子
委

員
が
新
た
に
本
地
域
協
議

会
の
委
員
と
な
り
ま
し
た

の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　住吉小学校のＰＴＡが全校の保護者（151世帯)に対して行った、アンケート調査の報
告がありました。その一部をお知らせします。
　
　Ｑ：３校統合について賛成・反対どちらですか？　賛成１３１　反対９　未回答１１
　　・３校統合案は不安要素もあるが新しい友達も出来良いかと思われる。また、２校
　　　統合案等提案されていたが、残る１校の進学の際の関わりについて懸念の声が
　　　上がった。反対意見のほとんどが、場所が遠くなるのでは、反対であるとの意見
　　　であった。
　
　Ｑ：統合に関して不安はどんな点ですか？（抜粋）
　　・通学･･･４０ｍ道路の横断、通学路の危険箇所、見守り体制、距離が遠くなる
　　・学校生活･･･環境の変化によるｽﾄﾚｽ、敷地面積が狭くなる、工事中の対応
　　・その他･･･地域とのつながり、クラブ活動、子ども会、育成クラブ、避難場所、
　　　　　　　　　危険な校舎の放置、母校がなくなる寂しさ、子どもたちの心配に
　　　　　　　　　はっきりした態度を示せない
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【統合の背景に関する意見】

○　適正配置の対象となった選定基準として、
　　児童数が今後減少していくことが大きな要
　　因とのことだが、将来推計では平成30年度
　　に現在より児童数が増えている。なぜ適正
　　配置の対象としたのか。
○　12学級から24学級を標準規模とするとのこ
　　とだが、推計では平成29年度に3校統合で、
　　27学級となる。3校統合した場合に標準規模
　　の学級数よりも増えてしまう。
○　検討委員会(※)では、「２校統合案」もあっ
　　たが、基本計画では３校統合となっている。
●　過去の推計資料を見ると、実際の児童数
　　や学級数とは乖離がある。少子化が見込ま
　　れる中、今後も推計を下回って推移すると
　　考える。また、校舎の建築経過年数も一つ
　　の基準としている。標準規模の学級数は、
　　国の基準や検討委員会では12～24学級と
　　している。検討の中で将来を見越した時に、
　　2校統合では1校が小規模で推移することを
　　踏まえ、パブリックコメントや市議会等の意
　　見をいただく中で、最終的に教育委員会で
　　3校統合の計画を策定した。

　※学識経験者、地域関係者等から構成され
　　た大分市立小中学校適正配置計画検討委
　　員会（設置期間：平成22年6月～23年11月）

【３校統合に関する意見】

○　３校統合した場合、現在の校舎が失われる
　　ことが心配である。地域コミュニティの維持の
　　観点からも施設は必要である。３校統合にな
　　った場合のビジョンを示してほしい。
○　現状の３校を改修、あるいは２校統合、３校
　　統合の場合の建築費用等、また３校統合の
　　立地場所等のｼｭﾐﾚｰｼｮﾝはしていないのか。
○　3校統合の場合に、現在の教育環境より良く
　　なるというような将来ビジョンを示してほしい。
○　子どもや地域のために、このような施設やシ
　　ステムを導入するといったビジョンを示し、市
　　役所全体で協議する必要がある。
○　3校統合は、大分市全体の総合的なまちづく
　　りとの観点に関連してくる。教育委員会が中
　　心となって、市役所全体に総合的なまちづく
　　りとの観点で働きかけが必要である。
●　新設校の位置は全くの白紙である。なお、計
　　画では本市のﾘｰﾃﾞｨﾝｸﾞｽｸｰﾙ、小中一貫教育
　　のﾓﾃﾞﾙとなる学校を目指し、地震や津波等の
　　防災の観点、地域ｺﾐｭﾆﾃｨの観点等から、様
　　々な機能を有した校舎を提案している。この
　　協議会において意見をいただいたうえで、具
　　体的なｲﾒｰｼﾞを示すことになると考えている。

【今後の協議に関する意見】

○　検討委員会の報告書を踏まえて策定された
　　計画を基準にしなければ結論が出ない。碩
　　田中校区全体で、子どもの教育環境をどうす
　　べきかという原点に戻り、検討するのが協議
　　会の役割ではないか。
○　児童数が減少し学校規模が小さくなり、教育
　　上の弊害が出てきているので、将来的にも抜
　　本的に見直しましょうとのことで、3校統合の
　　考え方が出てきている。そこに一度戻って議
　　論を進める必要がある。
○　子ども達はクラブ活動等で住吉小、中島小、
　　荷揚町小と交流が深まっている。「いずれ統
　　合になる」と話した時、子ども達は喜んでい
　　る。子ども達の声にも耳を傾けてほしい。

　第２回協議会における主な意見を掲載しています。
　（発言内容については、紙面の都合で要旨のみとしています。ご了承ください。）

○は委員の発言　　●は事務局の発言
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防災・小中一貫教育に関する講演会を開催しました

１　防災に関する講演会

　地域協議会では、学校の適正配置に関連して、地域の皆さんの関心が高い「防災」と「小中一貫
教育」について、専門的な見地から大学の先生をお迎えし、２つの講演会を開催しました。
　９月２５日に開催した「防災に関する講演会」では、大分大学工学部の小林祐司准教授を講師とし
て、「災害に対して“しなやか”であるための防災教育とコミュニティ」をテーマにお話しいただき、ま
た、１０月３日の「小中一貫教育に関する講演会」では、大分大学教育福祉科学部の伊藤安浩教授
を講師として、「小中一貫教育の意義と期待される効果」をテーマにお話しいただきました。

　
あ
く
ま
で
も
目
安
と
と
ら
え
て

ほ
し
い
。
実
際
に
東
日
本
大
震
災

で
は
、
想
定
区
域
外
の
方
が
、
よ

り
多
く
亡
く
な
っ
て
い
る
。
自
分

が
い
る
場
所
の
高
さ
や
避
難
経
路

を
知
る
こ
と
が
大
事
で
あ
る
。
ま

た
、
実
社
会
の
シ
ス
テ
ム
（
イ
ン

フ
ラ
、
学
校
生
活
等
）
や
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
考
え
た
時
に
、
地

域
が
全
体
的
に
ど
う
い
う
被
害
が

起
き
る
か
と
い
う
観
点
で
見
た
ほ

う
が
良
い
と
思
う
。

Ｑ
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ

ッ
プ
で
浸

水
想
定
区
域
が
示
さ
れ
て
い
る

が

、
大
分
市
街
地
で
は

、
ど
こ

ま
で
が
浸
水
想
定
区
域
と
な
る

の
か
？

　講演会では、（仮称）碩田中学校区適正配置地域協議会の委員をはじめ、地域の防災を担う自治
委員や地域関係者、学校関係者、各小中学校の保護者等６７名の方のご参加をいただきました。
　講師の小林准教授は、都市計画、都市解析、建築計画等、幅広い分野で活躍をされ、また、被害
を未然に防ぐ防災や被害を軽減する減災といった観点からの研究も進めています。東日本大震災
を受け、文部科学省が指定して、佐伯市立鶴見中学校で開催された防災キャンプでは実行委員長
を務められています。
　講演会では、家庭･学校･地域における防災教育の必要性、危険な場所等の必要な情報を集団、
社会で共有するリスクコミュニケーションの重要性、そして、これらを正しい知識で理解すれば、「生
きる力」が育まれるとの話がありました。
　他にも過去の災害の状況、今後の被害想定、前述の防災キャンプなど、実践的な事例もまじえて
熱心に講演され、参加者は真剣に耳を傾けていました。以下は、主な質疑応答を記載しています。

Ｑ
避
難
訓
練
を
地
域
や
学
校
で
実

施
す
る
際

、
避
難
ビ
ル
が
少
な
い

地
域
で
の
避
難
の
考
え
方
は
？

　
検
証
す
る
取
組
を
一
緒
に
や
ら

な
い
と
い
け
な
い
と
思
う
。
何
も

や
っ
て
い
な
い
か
ら
、
い
ざ
と
い

う
時
に
逃
げ
ら
れ
な
い
。
地
域
の

方
に
提
案
だ
が
、
避
難
経
路
を
日

常
生
活
に
置
き
換
え
て
、
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
コ
ー
ス
と
し
て
は
ど
う

か
。
ち
ょ
っ
と
歩
い
て
み
る
か
と

い
う
感
じ
に
な
り
、
本
当
に
歩
け

る
と
こ
ろ
ま
で
の
検
証
を
し
て
も

よ
い
と
思
う
。
そ
う
な
れ
ば
、
災

害
時
要
援
護
者
は
近
く
の
ビ
ル

へ
、
我
々
は
も
う
少
し
遠
く
へ
避

難
し
よ
う
と
か
、
そ
う
い
う
意
識

に
変
わ
れ
ば
よ
い
と
思
う
。

　防災に関する講演会の開催に当たり、あい
　さつをする吉田会長

　講演を行う小林　祐司　准教授
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小中一貫教育公開研究
発表会のお知らせ

（仮称）碩田中学校区適正配置地域協議会だより「第２号」
　
　発　 行：平成２４年１１月
　発行者：（仮称）碩田中学校区適正配置地域協議会
　事務局：大分市教育委員会教育企画課
　連絡先：（住所）　大分市荷揚町２－３１
　　 　　　　（TEL)　　097-537-5903（直通）

　　　　　　 (E-mail） kyoikukikaku@city.oita.oita.jp

第３回地域協議会は１１月２０日（火）開催
　第３回の協議会は、１１月２０日の火曜日、午後
６時３０分から、大分文化会館第２小ホールで開
催します。
　第３回では、第２回でいただいた意見等を踏ま
え、協議会の規約に関する合意に向けて、協議
を進めていく予定です。

２　小中一貫教育に関する講演会

　講演会では、（仮称）碩田中学校区適正配置地域協議会の委員をはじめ、各小中学校の保護者
や学校関係者、自治委員、地域関係者等７２名の方のご参加をいただきました。
　講師の伊藤教授は、教育の方法論に関する研究を進めておられ、平成１８年度に設置した「大分
市小中一貫教育推進協議会」の委員長を務め、大分市で初めてとなる併設型の小中一貫教育モデ
ル校賀来小中学校の開設に向け指導をいただきました。
　講演会では、小中一貫教育の背景として、小１プロブレム、中１ギャップの解消がきっかけとなり、
これまでの校種（小学校、中学校等）ごとの独自性の追求という考え方から、異なる校種間のなめら
かな接続、連続性、一貫性という考え方に変わってきているという話や、小中一貫教育の期待され
る効果として、具体的な例をあげながら、人間形成の側面、また学力形成の側面での効果との話が
ありました。そして最後に、小中一貫教育の意義として、小学校の文化・中学校の文化から、校種間
の連携を強める、一貫性を高めることが今の教育の大きな流れの中にあって、一過性の流行では
なく、これからは小中一貫が教育問題を考える際の常識的なベースになるとの話がありました。
　そして、講演の後は、碩田中学校の伊藤校長先生より、連携型小中一貫教育モデル校である碩
田中学校区の取組についてお話をしていただきました。以下は、主な質疑応答を記載しています。

Ｑ
特
に
小
学
6
年
生
は
指
導
性
を

発
揮
す
る
時
期
で
あ
る
が

、
小
中

一
貫
教
育
を
導
入
す
る
こ
と
で

、

そ
れ
を
な
く
し
て
よ
い
の
か
？

　
４
・
３
・
２
制
の
シ
ス
テ
ム
に

し
た
時
に
、
在
来
の
学
校
の
感
覚

で
い
う
と
、
特
に
６
年
生
が
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
す
る
機
会
が

少
な
く
な
る
と
確
か
に
感
じ
ら
れ

て
い
る
よ
う
だ
が
、
そ
の
代
わ
り

に
４
年
生
の
子
ど
も
が
非
常
に
育

つ
よ
う
に
な
る
。
な
お
、
小
中
一

貫
教
育
で
は
４
・
３
・
２
制
が
標

準
で
は
な
く
、
６
・
３
制
で
も
か

ま
わ
な
い
。
要
は
ど
の
シ
ス
テ
ム

で
こ
の
よ
う
に
子
ど
も
た
ち
を
育

て
た
い
と
皆
で
合
意
で
き
た
の
で

あ
れ
ば
、
皆
の
意
識
も
そ
の
よ
う

に
変
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

Ｑ
３
校
統
合
し

、
小
中
一
貫
教

育
を
充
実
す
る
と

、
マ
イ
ナ
ス

面
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
？

　
学
校
が
統
合
さ
れ
れ
ば
、
子

ど
も
に
と
っ
て
大
き
な
変
化
だ

が
、
あ
る
意
味
で
は
チ
ャ
ン
ス

で
も
あ
る
。
新
し
い
友
達
も
で

き
、
先
生
が
新
し
い
取
組
で
熱

心
に
教
育
し
て
く
れ
る
。
心
配

な
の
は
分
か
る
が
、
教
育
委
員

会
や
学
校
の
先
生
方
が
重
々
承

知
の
こ
と
。
学
校
、
教
育
委
員

会
、
保
護
者
、
地
域
の
方
々
で

ス
ク
ラ
ム
を
組
ん
で
、
子
ど
も

た
ち
が
不
安
な
く
、
と
ま
ど
い

も
な
く
、
新
し
い
学
校
に
慣
れ

る
よ
う
に
し
っ
か
り
支
え
る
の

が
我
々
大
人
の
努
め
で
あ
る
。 　講演を行う伊藤　安浩　教授

○碩田中学校区　１１月１３日（火）
　（連携型小中一貫教育モデル校）
　会場：中島小学校
　受付は13:00～13:30です。

○賀来小中学校　１１月１４日（水）
　（併設型小中一貫教育校）
　会場：賀来小中学校
　受付は13:00～13:20です。
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